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歩
く
国
東
半
島

 

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
魅
力

国東半島峯道ロングトレイルの
　“Ｋ―４”・“Ｋ―５”コースが
　　11月22日㈯・23日㈰にオープンします

世界農業遺産の魅力を存分に楽しめる

国
東
半
島
峯み

ね

道み
ち

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は

　

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
登
山
道
や

古
道
な
ど
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
距
離

の
長
い
自
然
歩
道
の
こ
と
で
す
。
宿

泊
し
な
が
ら
地
域
の
自
然
や
文
化
、

そ
し
て
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
む
「
歩
く
旅
」
と
も
言
え
ま
す
。

　

国
東
半
島
で
は
古
く
か
ら
、
六
郷

満
山
寺
院
の
僧
侶
た
ち
が
国
東
半
島

を
巡
る「　
峯み

ね

入い
り

行ぎ
ょ
う
」が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
峯
入
り
の
道
を
基
本

に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き

る
登
山
道
や
遊
歩
道
を
追
加
し
、
楽

し
く
、
心
地
よ
く
歩
け
る
ト
レ
イ
ル

と
し
て
再
構
成
し
た
も
の
が
「
国
東

半
島
峯
道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
で
す
。

　

日
本
の
原
風
景
が
色
濃
く
残
る
神

仏
習
合
発
祥
の
地
、く
に
さ
き
。瀬
戸

内
海
国
立
公
園
の
絶
景
や
六
郷
満
山

寺
院
、「
世
界
農
業
遺
産
」に
認
定
さ

れ
た
ク
ヌ
ギ
林
や
た
め
池
な
ど
を
通

り
、
国
東
半
島
の
自
然
・
歴
史
・
文

化
の
魅
力
が
存
分
に
詰
ま
っ
た
コ
ー

ス
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
10
区
間

　

豊
後
高
田
市
の
熊
野
磨
崖
仏
か
ら
、
国
東
市
の

両
子
寺
ま
で
至
る
10
コ
ー
ス
、
総
延
長
約
１
３
７

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
11
月
１
日
ま
で
に
、
６
コ
ー
ス

が
開
通
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
名
の
「
Ｔ
」
は
豊

後
高
田
市
、「
Ｋ
」
は
国
東
市
の
コ
ー
ス
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

国
東
市
の
コ
ー
ス
は
、
国
見
町
西
方
寺
か
ら
安

岐
町
の
両
子
寺
ま
で
の
６
コ
ー
ス
、
約
85
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
行
程
で
す
。
す
で
に
昨
年
12
月
に
Ｋ

―

１（
豊
後
高
田
市
六
所
宮
か
ら
岩
戸
寺
）、
今
年

５
月
に
Ｋ―

２（
岩
戸
寺
か
ら
文
殊
仙
寺
）、
Ｋ―

３（
文
殊
仙
寺
か
ら
行
入
ダ
ム
公
園
）
が
開
通
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
は
、
行
入
ダ
ム
公
園
か
ら
報
恩

寺
公
園
ま
で
の
Ｋ―

４
と
、
報
恩
寺
公
園
か
ら
梅

園
の
里
ま
で
の
Ｋ―

５
が
開
通
し
ま
す
。

Ｋ―

４
、Ｋ―

５
コ
ー
ス
の
魅
力

　

11
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
コ
ー
ス
は
、
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
日
本
一
の
ク
ヌ
ギ
林
と
た
め

池
に
よ
る
連
携
シ
ス
テ
ム
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
松
地
区
の
原
木
の
野
伏
せ
や
狭
間
地

区
の
た
め
池
、
丸
小
野
地
区
の
原
木
し
い
た
け
生

産
の
ホ
ダ
場
、
吉
広
地
区
の
広
大
な
ク
ヌ
ギ
林
な

ど
、
す
ば
ら
し
い
里
山
の
風
景
に
出
合
う
旅
で
す
。

　

さ
ら
に
、
六
郷
満
山
寺
院
で
あ
る
丸
小
野
寺
や

報
恩
寺
を
巡
り
、
地
域
の
自
然
や
文
化
に
ふ
れ
あ

え
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

赤松の里 原木の野伏せ

狭間新池

丸小野寺


